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２3

浜松市根洗学園開設 40 周年を迎えて

　

中
学
・
高
校
の
児
童
と
幼
児
が
混
在
し
て
い

た
時
代
か
ら
幼
児
だ
け
に
な
っ
た
の
は
平
成
元

年
で
す
。
養
護
学
校
の
義
務
化（
昭
和
五
十
三
年
）

や
時
代
の
動
き
の
中
で
幼
児
に
特
化
し
、
様
々

な
施
策
の
動
き
の
中
で
地
域
の
子
育
て
支
援
・

幼
稚
園
や
保
育
園
と
並
行
利
用
・
親
子
教
室
な

ど
対
象
の
幅
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
療
育
に

つ
い
て
も
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
・
臨
床

心
理
士
・
社
会
福
祉
士
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
・

保
育
士
が
、
子
ど
も
達
の
現
場
の
中
で
、
日
々

生
活
の
一
つ
一
つ
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
開
設
当
時
か
ら
今
ま
で
を
ふ
り

か
え
と
、、
時
代
の
変
化
と
共
に
変
わ
っ
て
い
る

進
行
形
が
根
洗
学
園
の
歴
史
の
中
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
私
達
、
根
洗
学
園
は
こ
れ
か
ら
何
を
め

ざ
し
進
ん
で
行
く
の
か
を
、
こ
の
四
十
周
年
と

い
う
節
目
を
大
事
に
、
丁
寧
に
、
じ
っ
く
り
と

考
え
尽
く
す
機
会
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

園長　松本知子

開園まもなく作られた根洗学園歌
行事の度に謳われていました。

本
当
は
百
八
回
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
〜
」

　

こ
う
し
た
子
ど
も
達
の
日
常
に
つ
き
あ
い
続

け
、
や
り
と
り
の
中
か
ら
自
分
自
身
で
納
得
で
き

る
瞬
間
に
同
席
さ
せ
て
も
ら
え
る
学
園
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
は
、

＊
学
園
が
今
も
変
わ
ら
ず
親
の
願
い
を
聞
き
逃
さ

ず
見
逃
さ
ず
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。

＊
し
ん
ど
い
事
や
大
変
な
こ
と
は
な
い
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
あ
っ
た
と
し
て
も“

こ
の

程
度
な
ら
ま
〜
い
い
か
な” 

と
思
え
て
、
楽
し
ん

だ
り
OK
で
き
る
環
境
が
拡
が
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

＊
私
た
ち
の
療
育
を
色
ん
な
人
に
伝
え
る
役
割
を

果
た
し
た
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

四
十
周
年
の
今
年
は
、
こ
の
問
い
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
次
の
学
園
の
歴
史
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
学
園
の
歴
史
に
関

わ
っ
た
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
学
園
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
感
じ
た
ま
ま
の
ご
意
見
を
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和４９年４月　開園式のもよう

初代園長　故山田修先生

40 年前の学園の教室の風景

そして、今

　

今
か
ら
四
十
年
前
（
昭
和
四
十
九
年
）、
根
洗

学
園
が
開
所
し
ま
し
た
。

　

開
所
当
時
を
知
っ
て
い
る
職
員
が
い
な
い
中
、

伝
え
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
開
設
に
当
た
っ

て
は
、
親
た
ち
が
子
ど
も
達
の
日
中
通
え
る
場
所

を
つ
く
り
た
い
と
願
い
、
そ
の
運
動
に
よ
っ
て
学

園
が
開
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
常
に
地
域

に
な
い
も
の
を
創
り
だ
し
て
い
く
力
（
願
い
）
が

あ
り
、
進
み
続
け
た
世
代
の
方
た
ち
が
、
根
洗
学

園
の
歴
史
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
。
開
設
当

時
の
親
や
職
員
た
ち
は
、
十
八
歳
を
過
ぎ
た
時
に

は
、
子
ど
も
達
の
働
く
場
と
通
え
る
場
を
願
い
作

業
所
を
創
り
、
そ
の
後
は
親
亡
き
後
を
想
い
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
と
し
て
入
所
施
設
を
創
っ

て
き
ま
し
た
。　

　

先
日
の
学
園
で
の
出
来
事
で
す
。
あ
そ
び
の
時

間
、「
今
日
は
な
に
し
て
遊
ぼ
う
か
な
？
」「
み
ん

な
で
じ
ゃ
ん
け
ん
し
て
、
勝
っ
た
人
が
決
め
よ
う
」

と
始
ま
っ
た
じ
ゃ
ん
け
ん
。
そ
こ
で
負
け
た
Ａ 

君
は
「
僕
は
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
が
し
た
い
」
と
言
っ

て
、
皆
が
外
に
出
た
後
も
教
室
に
残
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
職
員
は
「
負
け
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
今

日
は
外
あ
そ
び
だ
ね
。」
と
伝
え
て
も
外
へ
は
行

か
な
い
Ａ
君
に
「
じ
ゃ
あ
お
約
束
だ
よ
。
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
十
回
や
っ
た
ら
外
あ
そ
び
に
行
こ
う
」
と

誘
う
と
、
Ａ
君
は
「
二
百
六
回
跳
ん
だ
ら
外
に
行

く
」
と
言
っ
て
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
部
屋
に
走
り
出

し
す
ぐ
に
跳
び
始
め
ま
し
た
。
職
員
は
Ａ
君
が
跳

ぶ
の
を
、
一
緒
に
数
え
て
い
る
と
「
も
う
二
百
六

回
」
と
言
っ
て
Ａ
君
は
外
に
飛
び
出
し
て
い
っ
た

と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
後
の
職
員
室
の
話

の
中
で
「
実
は
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
、
何
回
跳

べ
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
や
る
の
か
や
ら
せ
て
み

よ
う
と
お
も
っ

て
い
た
」
と
職

員
の
そ
の
時
の

胸
の
内
を
話
し

た
あ
と
「
自
分

で
二
百
六
っ
て

言
っ
て
た
け
ど
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
三
静
光
園
は
、
平
成

二
十
七
年
六
月
に
満
三
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま

す
。

　

個
人
個
人
の
収
納
家
具
が
作
り
付
け
に
さ
れ
、
窓

に
障
子
が
は
め
込
ま
れ
た
和
モ
ダ
ン
な
四
人
部
屋
を

中
心
と
し
た
多
床
室
。
認
知
症
高
齢
者
が
徘
徊
さ
れ

た
時
に
行
き
止
ま
り
で
混
乱
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
中

庭
を
め
ぐ
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
回
廊
式
の
建
物
。

通
り
か
か
っ
た
際
に
目
に
し
て
ほ
っ
と
心
が
和
む
玄

関
に
配
さ
れ
た
坪
庭
。

　

そ
の
ど
れ
を
見
て
も
、
当
時
話
題
と
な
り
つ
つ

あ
っ
た
認
知
症
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
場
と
し
て
、
ひ

か
り
の
園
の
三
番
目
の
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
、
故
平

野
綾
子
先
生
を
中
心
に
昭
和
六
十
年
に
開
設
さ
れ
た

当
時
の
先
輩
諸
氏
の
想
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
三
十
年
の
月
日
は
容
赦
な
く
そ
の
建
物

を
傷
め
つ
け
、
器
具
・
備
品
も
老
朽
化
が
目
に
つ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
ぶ

り
も
多
様
化
し
、
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
超
高

齢
化
社
会
の
到
来
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
現

在
で
は
、
多
床
室
ば
か
り
五
十
床
の
現
状
の
施
設
で

は
入
居
者
へ
の
対
応
が
随
分
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
三
十
歳
の
誕
生
日
を
前
に
増
改
築
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
は
、
現
在
の
第
三
静
光
園
の
西
隣
に

ユ
ニ
ッ
ト
個
室
四
十
床
の
建
物
を
増
築
し
、
さ
ら
に

既
存
施
設
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
グ
ル
ー
プ
ユ
ニ
ッ
ト

化
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
完
成
す
れ
ば
、
ユ
ニ
ッ

ト
個
室
、
従
来
型
個
室
、
二
人
室
、
四
人
室
と
、
入

居
者
の
暮
ら
し
に
多
く
の
選
択
肢
を
ご
用
意
で
き
、

こ
れ
か
ら
先
に
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
、
さ
ら
に
暮
ら

し
が
多
様
化
す
る
「
団
塊
の
世
代
」
の
受
け
入
れ
に

現在の第三静光園の西側に増築される新施設

リニューアルオープンに向け

施設職員 募集中！
　お気軽にご相談ください。

　☎ 053-437-8288　担当　栗本

４５

現
在
根
洗
町
に
あ
る
第
三
静
光
園
の
西
隣
に
、

平
成
二
十
七
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
新
築
棟
を
建
設
中
で
す
。

さ
ら
に
既
存
施
設
も
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
第
三
静
光
園
は
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

三
十
歳
の
誕
生
日
を
前
に

第三静光園　リニューアルします！
　　　　　　

建設予定地の 6 月現在の様子

も
十
分
対
応
で
き
る
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の

在
宅
で
の
生
活
と
は
か
け
離
れ
た
新
た
な
人
生
を
送

る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
や
好
み

を
尊
重
し
、
今
ま
で
の
暮
ら
し
が
継
続
で
き
る
よ
う

な
「
居
心
地
の
良
い
日
々
」
を
提
供
で
き
る
場
所
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
四
月
に
迎
え
る
新
築
棟
オ
ー

プ
ン
、
同
年
九
月
の
完
全
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

現在の第三静光園の玄関

平成 26年度　永年勤続表彰者
【
三
十
年
永
年
勤
続
表
彰
】

法
人
事
務
局
　	

　
伊
藤
磯
吉

法
人
事
務
局
　	

　
近
藤
二
三
子

静
光
園
　
　
　	

　
刑
部
菜
津
子

【
二
十
年
永
年
勤
続
表
彰
】

静
光
園
　
　
　	

　
渡
邉
真
也

	
	

【
十
年
永
年
勤
続
表
彰
】

静
光
園
　
　
　	

　
鈴
木
崇
浩

な
ご
み
の
家
　	

　
鈴
木
佐
知
子

な
ご
み
の
家
　	

　
鈴
木
美
佐
子

な
ご
み
の
家
　	

　
谷
村
真
紀
子

第
二
静
光
園
　	

　
鈴
木
久
美
子		

第
二
静
光
園
　	

　
松
浦
梨
紗

第
三
静
光
園	

　
田
中
亜
矢
子

浜
松
協
働
学
舎
根
洗
寮	

　
飯
尾
明
弓

浜
松
協
働
学
舎
根
洗
寮
　
大
澤
ゆ
か
り

　　　平成 27年 4月　新築棟オープン！　
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６

工 房 ゆ う 竣 工

施設の概要

名称　	 工房ゆう
種別　	 生活介護
定員　	 20	名
所在地　	 〒 431-1112　浜松市西区大人見町 3419-5
	 電話　053-570-1310	fax　053-570-1311
開所日　	 月～金（土曜日を実施する場合もあり）　
開所時間	 	サービス提供時間　9	：	30	～	15	：	30
職員体制	 管理者１　サービス管理責任者１　嘱託医１
	 生活支援員・看護師　常勤換算数で 1.7	人以上
■送迎サービスを行います。
■食事を提供します（給食設備あり）。

式

相談支援事業所まど移転のお知らせ

電話番号も変わりました。　　電話 053-570-1312　FAX053-570-1311

浜松市西区湖東町（浜松西 IC 東側）にありました相談支援事業所まどは、工房ゆうの新築に伴い、工房ゆうの 2 階

に移転しました。電話番号も変わりましたのでお知らせいたします。

　

本
年
三
月
に
通
所
施
設
工
房
ゆ
う
新
築
工
事
が
無
事
完
了

し
、三
月
二
十
日
に
完
成
を
祝
う
竣
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

竣
工
式
で
は
ま
ず 

カ
ト
リ
ッ
ク
浜
松
教
会
の
山
内
神
父
に

よ
る
祝
別
式
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
施
設
の
完
成
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
「
施
設
を
利
用
さ
れ
る
人
た
ち
、
ま
た
お
世

話
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
、
運
営
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
が

互
い
に
助
け
い
た
わ
り
、愛
す
る
よ
ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
い
、

平
和
と
愛
の
み
な
ぎ
る
建
物
で
あ
る
よ
う
に
」
と
、
参
列
者

が
と
も
に
祈
念
し
ま
し
た
。
竣
工
式
に
は
、
地
元
自
治
会
、

西
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
国
会
議
員
、
県
会
議
員
、

市
会
議
員
、
福
祉
関
係
者
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
多
く
の

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
ご
支

援
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

工
房
ゆ
う
は
、
身
体
障
が
い
と
知
的
障
が
い
を
併
せ
持
つ

重
度
重
複
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
竣
工
式
に
は
、
新
し
く
工

房
ゆ
う
の
管
理
者
に
就
任
し
た
鈴
木
秀
明
所
長
か
ら
「
車
い

す
を
常
時
使
う
重
度
重
複
障
が
い
の
人
が
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

せ
る
よ
う
な
広
い
活
動
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
嚥
下
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
特
別
食
を
提
供
で
き

る
厨
房
を
完
備
し
、
ま
た
安
心
、
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
各
所
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
施
設
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

工
房
ゆ
う
は
、
四
月
一
日
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
、
現
在

二
十
一
名
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人

見
町
の
土
地
に
し
っ
か

り
根
を
下
し
、
地
域
か

ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な

福
祉
拠
点
と
な
る
よ
う
、

関
係
者
一
同
と
な
っ
て
、

総
力
を
傾
け
て
、
新
し

い
施
設
の
運
営
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

７

入社して一か月、先輩の

先生方に助けられながら

日々奮闘しています。ま

だ上手くいかない事も多

いですが、子ども達の楽

しそうな笑顔を見ると嬉しい気持ちになり

ます。もっと多くの笑顔が見られるように

努力していきたいです。

子ども発達センターたっく　大谷香織

入社して 1 週間後に

療育が始まり、現在

は子ども達と笑顔の

絶えない楽しい日常

を過ごしています。

仕事の中には、楽しいことばかりでなく、

苦手なこと、初めて挑戦することも多々

ありますが子どもや周りの職員の方々と

の関わりを励みに日々頑張っています。

　　根洗学園　浦野早絵

今年度の 4 月

から根洗学園

に入社しまし

た。まだ働き

始めたばかりで教えて頂くことばか

りですが、療育をしていく中で子ど

も達と一緒に笑い合えたりすること

はとても楽しいです。社会人として

の自覚を持ち、頑張っていきたいと

思います。

根洗学園　小田ひかり

根洗学園で働き始めて、１ヶ月ほどが経と

うとしています。子どもたちと関わる時間が

本当に楽しく、夢が叶ったということを実感

しています。まだまだ分からないことが多く

ありますが、早く一人前になれるように頑

張っていきます。

根洗学園　尾藤　愛

毎日変わる

ご利用者の

様子に目が

回る思いで

すが、反面

その笑顔に励まされながら頑張っ

ています。生活支援員としてはま

だまだ未熟な私ですが、少しでも

早く安心出来る支援が出来るよう

勉強していきたいです。

浜松協働学舎根洗寮　黒瀬ひなり

高校の福祉コースで

勉強してきましたが、

実際にご利用者と関

わると何も解ってい

なくて迷惑をかけて

います。ご利用者もその日その日で違う顔

を見せてくれるので、そうした一日一日を

大切にしていけば、もっと人というものが

解ってくる仕事だと感じています。

第三静光園　福士由美子

私らしい支援を見

つけていきたいと

期待を持つと同時

に、この仕事の難

しさを今は痛感しています。支援者とし

ての立場は、いつでも優しく見守るだ

けではなく、時に寄り添い、時には導

く、時と場に応じたご利用者それぞれに

あった支援をすることだと思います。

浜松協働学舎根洗寮　池原愛美

生活支援員としてご

利用者と関わり、慣

れが出始めたこの頃

ですが、自分の未熟

さと、社会人の責任

の重さを痛感しています。その一方で、ご

利用者との日々のコミュニケーションや支

援の中で多くの癒しを頂き、毎日笑顔のあ

る充実した日々を送っています。

浜松協働学舎根洗寮　紅野綾菜

平成 26 年度入社式および辞令交付式 　4 月 1 日

私は専門学校を卒

業し、社会人一年

生です。学校に通っ

ている時よりも家を

出る時間が遅いの

で、ゆとりがすごくあります。私の趣味

は音楽を聴くことですが、実は「ジャニー

ズ」好きです！これからご利用者と楽し

く過ごしていきたいと思います。

青葉の家　猿田真友紀

一 年 生 職 員 の 一 言
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１　理事・評議員会開催状況
■理事会開催

　第１回　平成 25年５月 22日
　　・平成 24年度事業報告及び決算について
　　・平成 24年度監事監査報告について　他
　第２回　平成 25年９月 11日
　　・工房ゆう建設工事に係る入札結果及び経過報告について
　　・第三静光園増改築事業について　他
　第３回　平成 25年⒓月 19日
　　・平成 25年度補正予算について
　　・静光園訪問介護事業の今年度廃止について　他
　第４回　平成 26年３月 24日
　　・平成 26年度事業計画について
　　・平成 26年度当初予算について　他

■評議員会開催
　第１回　平成 25年５月 22日
　　・平成 24年度事業報告及び決算について
　　・平成 24年度監事監査報告について　他
　第２回　平成 25年９月 11日
　　・工房ゆう建設工事に係る入札結果及び経過報告について
　　・第三静光園増改築事業について　他
　第３回　平成 25年⒓月 19日
　　・平成 25年度補正予算について
　　・静光園訪問介護事業の今年度廃止について　他
　第４回　平成 26年３月 24日
　　・平成 26年度事業計画について
　　・平成 26年度当初予算について　他

２　広報活動
　「ひかりの園だより」
　　　第 58号　平成 25年　６月 20日発行
　「ひかりの園だより　ともに」　
　　　第 59号　平成 25年 10月 20日発行
　　　第 60号　平成 26年２月 20日発行
　「ひかりの園ホームページ」
　　　http://www.hikarinosono.or.jp　　　にて新着情報を随時更新

平成２５年度社会福祉法人ひかりの園事業報告（抜粋）

　第二静光園　苦情・相談等の報告（平成２６年１月～４月）
①平成２６年３月５日（水）懇談会にて　ご利用者より
[ 食事のご飯を残すと間食などのお菓子を減らされますか？ ]
（対応）
　ご飯を残すから職員の判断で間食を制限することはありません。ただし、かかりつけ医（嘱託医）の判断で、健康上の必要がある場合には食事量の調整や、間食の制限を行うことがあります。
→ご理解いただきました。
②平成２６年４月１６日（水）懇談会にて　ご利用者より
[ 懇談会など、全体の場での連絡は耳が不自由な為聞こえにくいです。]
（対応）
マイクの調整や話し方など、工夫を重ねております。今回の場合は、個人的な耳の聞こえの問題もあるので、懇談会の後に残っていただいて再度伝えます。また、ご自身でも後から職員に
質問していただくか、他の利用者さんから聞きなおすなど、工夫をお願いします。また、懇談会などであれば、録音して頂いても構いません。→ご理解いただきました。９ ８
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　皆さんこんにちは。第三静光園で介護職員として働いています。

大学を卒業して第三静光園でお世話になり、早いもので 7 年が過ぎました。

　第三静光園では、介護・看護・相談員等が連携し、ご自宅でのご自身の暮らしの維持が難しくなり入居された

高齢の方々の暮らしを支えています。

　長い月日を歩んでこられたご利用者の方々は「知恵袋」のような存在で、私は教えていただいたりや相談させ

ていただくことがたくさんあり、かえって心配をかけてしまうこ

ともあります。辛いのは、こうして深く関わっていただいた方々

を、一年に 10 名以上も見送らなければならないことです。

　私の名前である「礼」儀を「志」すという思いを胸に、ご利用

者の暮らしに携わっていきたいと思います。そして第三静光園が、

ご利用者一人ひとりが落ち着いて自分らしい暮らしを送れる場所

になればと強く願います。

　こんにちは。根洗作業所で生活支援員として働いています。

　専門学校を卒業し、根洗作業所で働くようになり早くも１年が経ちました。私にとって初めての社会人経験であり、また

福祉業界に携わった経験も無かったため、不安や緊張で戸惑う事ばかりでした。毎日が勉強で、周りの先輩方のご利用者へ

の対応を近くで学ばせて頂き、自分の力不足を実感すると共に “ 私もこうなり

たい！ ” と私自身とても良い刺激となっています。

　そんな私のプライベートな趣味の一つに旅行があります。過去一番大きな旅

行では、専門学生時代に卒業旅行として訪れたフランス・イタリアがとても印

象的です。実際に異国の文化に触れる事で視野が広がり、また改めて日本の良

さにも気付く良い経験となりました。最近では日帰りのプチ旅行として、横浜

や伊勢神宮にあるおはらい町の食べ歩きに行き休日を楽しんでいます。友人と

楽しみを共有したり、時々普段と違った場所を訪れることでリフレッシュでき、

とても有意義な時間となっています。

1011

　静光園で生活相談員をしています。年齢は４０歳を過ぎ、人生の折り返し地点ですが、ご利用者から「今が一番良い時だ

よ。」と声を掛けられると、まだまだ、疲れている場合ではなく、前向きな気持ちでいたいと気づかされます。静光園が根

洗町にあった頃に採用していただき、当時の先輩職員より〝男性だからと遠慮はしないよ。裁縫でもトイレ掃除でも洗濯で

も何でもやるんだからね〟と教えていただき、介護職員９年、生活相談員１１年の２０年。さまざまな経験を通して育てて

いただいているひかりの園に感謝しています。

　私の毎朝の日課はコーヒーを挽いて作り、お気に入りのデミタスカップで一杯。その後、ピアノを一曲弾いて一日がスター

トします。何より好きなものは生き物です。母の実家がみかん農家だっ

たので、子どもの頃から山に行く機会が多く、さまざまな生き物と触れ

合いました。私の住む磐田市には桶ヶ谷沼があり、貴重なトンボが生息

しています。そんな環境で育ったせいか、自然と生き物が好きになりま

した。カブトムシやトンボ、ザリガニには特別な興味があります。たま

ごや幼虫を我が家であたたかく育て、成虫になった頃に、自然へ返す。

これが私の楽しみです。今は７歳になる長男と磐田で毎年、初冬に開催

されるジュビロ磐田メモリアルマラソンへ「親子初出場」が目標です。

私たち、ひかりの園の職員です。

静光園

渡邊真也

第三静光園

松浦礼志

根洗作業所

森山憧子

相談支援事業所まど　福祉車両	 	 2,290,000 円（受配金額 1224000 円）
　相談支援事業所まどでは、ご利用者の福祉サービス事業所や医療機関への見学や相談に同行する
機会が多くあります。車いすのまま乗れる福祉車両の導入でご利用者の社会参加の幅が広がりまし

た。ありがとうございました。

ジャンボエンチョー様よりチューリップの球根をいただきました。

浜松グリーンライオンズクラブ様よりタオルをいただきました

　浜松協働学舎根洗寮では浜松グリーンライオンズクラブよりたくさんのタオルが寄

贈されました。浜松グリーンライオンズクラブでは、年賀に寄せられたタオルを会員

の皆様から集めて、毎年春に根洗寮に届けてくださいます。4月 23 日に尾崎順司会長

他 2名の役員の方が根洗寮を訪れ、ご利用者に直接タオルを手渡してくださいました。

タオルは生活の必需品ですので、施設ではとても重宝しております。浜松グリーンラ

イオンズクラブの皆様、本当にありがとうございます。	　

地域の皆様の善意に心から感謝します。

浜松協働学舎根洗寮　ブラストチラー　	1,404,000 円（受配金額　975000 円）
　ブラストチラーとは、アツアツの料理もハイスピードで冷却・凍結する冷凍庫で、調理したとき

のおいしさをそのまま保存できます。いつも新鮮な美味しさを提供できるようになりました。あり

がとうございました。

工房めい　15人乗りワゴン　　3287705 円（受配金額 1862000 円）
　通所施設の工房めいには 30名のご利用者が日々通っています。たくさんの人が乗れるワゴ
ン車できめの細かい送迎ができ、施設外の活動も広がります。ありがとうございました。

　今年もジャンボエンチョーきらりタウン浜北店様より、チューリップ	球根を寄贈い

ただきました。平成 22 年より毎年お世話になっており、	ひかりの園各施設へ心地よい

春を届けてくださいます。そして何より、	ご利用者・ご家族・職員・みなをとても素敵

な笑顔にしてくれます。毎年、	毎年、癒しのプレゼントをありがとうございます。引き

続き、ジャンボエンチョーきらりタウン浜北店様へ古紙回収のご協力をお願いします。

	　

赤い羽根共同募金の受配報告
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特別養護老人ホーム　
静光園
園長　山中康義　
☎ 053-445-1300

障害者支援施設　

浜松協働学舎根洗寮
寮長　高木誠一　
☎ 053-430-0596

養護盲老人ホーム　
第二静光園
園長　佐藤三四二　
☎ 053-428-3128

グループホーム

こもれび
寮長　犬塚　淳　

☎ 053-439-6800

相談支援事業所

ま　ど
所長　高木誠一　
☎ 053-570-1312

グループホーム　

ラポール根洗
寮長　深見　誠　
☎ 053-420-1325

特別養護老人ホーム　
第三静光園
園長　栗本昌紀　
☎ 053-437-8288

生活介護　

青葉の家
所長　犬塚　淳　

☎ 053-570-1700

グループホーム　
すてっぷ・ほっぷ
寮長　櫻井裕美　

☎ 053-570-1702

グループホーム　

ぱれっと
寮長　高木誠一　
☎ 053-420-0250

〒 433-8108	　浜松市北区根洗町 681-5
TEL(053)437-8289　　FAX(053)430-0819　　Eメール	info@hikarinosono.or.jp

理事長　川島順三
法人本部　事務局長　太田敏明社会福祉法人ひかりの園の概要

小規模多機能型居宅介護事業
なごみの家
管理者　鈴木佐知子　
☎ 053-445-1753

子ども発達センター

たっく
園長　松本知子　
☎ 053-485-6122	

生活介護　

工房めい
　所長　鈴木秀明　
☎ 053-430-4710

生活介護　

工房ゆう
　所長　鈴木秀明　
☎ 053-570-1310

児童発達支援センター

浜松市根洗学園
園長　松本知子　
☎ 053-436-9318

生活介護　

根洗作業所
所長　深見　誠　
☎ 053-436-5529

　暖かい日が増え、お子さんと公園であそぶ機会が増えてきた事と思います。
　お子さんは、どんなあそびが好きですか？また、どんなあそびが苦手ですか？
　今回は公園にある遊具の中からブランコ、すべり台、砂場、ジャングルジム、鉄棒をピックアッ
プして、お子さんの “好き ” と “ 苦手 ” の気持ちの裏側を覗いてみたいと思います。
　ブランコやすべり台は、揺れる感覚やスピード感を楽しむ遊具です。苦手なお子さんは、乗り
物に酔いやすいことや、姿勢がくずれやすい特徴をもっていることが考えられます。
　砂場あそびが好きなお子さんの中には、せまい空間や、山やトンネルなどイメージをもってあそぶことが好きなお
子さんが多いです。苦手なお子さんは、手が汚れることが嫌いであったり、手にまとわりつく感覚が苦手であること
が考えられます。
　ジャングルジムや鉄棒では、高い場所やスリル感を楽しみます。苦手なお子さんは手で握り続けることが難しいこ
とや、手と足の動かし方を頭で考えることが苦手であることが考えられます。
「この遊具や、このあそびを経験させたい！」と思った時に “なぜ、このあそびをやりたがらないのか ”を考えること
でお子さんに身につけさせたい力や、“なぜ好きなのか ”“ なぜ苦手なのか ”が見えてきます。
また、より刺激の少ないあそびの積み重ねが、より大きな刺激のあるあそびに繋がりやすくなります。例えば、ブラ
ンコやすべり台が苦手なお子さんにはお母さんが抱っこをして揺れるあそび。砂場あそびが苦手なお子さんには粘土

あそびやクレヨンを使ってのお絵描き。ジャングルジムや鉄棒が苦手なお子さんには鈴を
鳴らすことやぶらさがるなど、握り続けることなどが有効と考えられます。
　お子さんの “ 好き ” や “ 苦手 ” の原因は限られたものではありませんが、ぜひ子育ての
参考にしていただけたらと思います。大人がお子さんの気持ちになって一緒に遊具であそ
び、あそぶ楽しさを伝えることも、お子さんの「やってみたい」気持ちを引き出すきっか
けとなるでしょう。

ワンポイント子育てメモ

ひかりの園ホームページ

http://www.hikarinosono.or.jp/

手作り陶器・手作りクッキー
焼きたてパンのお店　

しまうま倶楽部

第二青葉の家併設店舗
三方原霊園バス停の東側です。

☎ 053-439-8235

　「ともに」になり３号目、編集会議では毎回熱い議論が交わされています。子どもの急病等で早退・休み
の多い私ですが、周りの方々のフォローがあるおかげで、仕事と育児が両立できています。良い職場に巡
り会えたと、感謝の日々です。

小澤理沙

編集後記

－身体と感覚の育ちから見てみると－
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